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報道機関 各位 

世界初、Pt2Ag3多核サンドイッチ錯体から円偏光発光を観測 

－３Ｄディスプレイ技術の根幹、円偏光発光技術の新たな手法－ 
 

本研究のポイント 

・3つの Agイオンを Pt錯体ユニットで挟み込んだ発光性多核サンドイッチ錯体の合成に成功 

・世界で初めて、Pt2Ag3多核サンドイッチ錯体から円偏光発光を観測した 

・３Ｄディスプレイ技術の根幹を担う材料開発の、新しい方法論になると期待 

・ドイツの Wiley-VCH社が出版する「Angewandte Chemie International Edition」において、 

極めて高い評価を受け、Hot paperに選ばれるとともに、冊子の扉絵に掲載 
 

 概要  

工学研究科の馬越啓介教授・堀内新之介助教の研究グループは、3つの Agイオンを Pt錯体ユニット

で挟み込んだ発光性多核サンドイッチ錯体の合成に成功しました。また、ドイツ・ドルトムント工科大

学 Guido H. Clever教授の研究グループとの国際共同研究によって、得られた多核サンドイッチ錯体が

円偏光発光を示すことも明らかにしました。 
 

Pt2Ag3多核サンドイッチ錯体から円偏光発光を観測したのは世界で初めてです。 

円偏光発光を示す材料開発は 3Dディスプレイ技術の根幹を担っており、この成果は円偏光発光を示

す機能性材料を作り出す新しい方法論になると期待されます。 
 

本研究成果は、ドイツの Wiley-VCH社が出版する「Angewandte Chemie International Edition」誌

（IF : 12.959）に 3月 23日に Web掲載されました。加えて同誌の上位 10％の論文にあたる Highly 

Importantという高い評価を受て Hot paperに選ばれるとともに、inside back cover に扉絵が掲載さ

れることになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

工学研究科 物質科学部門 分子生命科学分野 教授 馬越啓介（ウマコシケイスケ） 

E-mail：kumks*nagasaki-u.ac.jp  Tel：095-819-2672 

※上記[*]を@に置き換えて送信ください。 

掲載された扉絵 

※Angewandte Chemie（アンゲヴァンテ・ケミー）とはドイツの

化学会誌で、サイエンス、ネイチャー姉妹誌などに次ぐ、 

化学分野の最高峰の学術雑誌です。 



別添 

 研究の背景  

 金属イオンを有機分子で挟み込んだ分子は、「サンドイッチ錯体」と呼ばれています。このサンドイ

ッチ錯体の発見は、有機金属化学の発展に大きく貢献したとして、1973年に Ernst Otto Fischerと

Geoffrey Wilkinsonにノーベル化学賞が与えられています。 

近年ではサンドイッチ錯体の構造概念も拡張され、複数の金属イオンが挟み込まれた「多核サンドイ

ッチ錯体」も合成可能であることが示されています。そして、そのサンドイッチ構造に特有の構造変換

や反応性が数多く見出されてきました。しかしこれまでの研究報告例では、その興味深い構造と反応性

に関するもののみであり、多核サンドイッチ構造に由来する特徴的な光学特性は明らかにされておりま

せんでした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究の成果  

 本研究では 3つの Agイオンを Pt錯体ユニットで挟み込むことで、発光性多核サンドイッチ錯体の合

成に成功しました。得られたサンドイッチ錯体は、その他のサンドイッチ錯体と共通する柔軟な構造変

換や反応性を示しました。例えば、サンドイッチ構造を維持した異性化挙動を示すこと、サンドイッチ

構造を維持した脱メタル化・メタル化反応を示すことが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 研究グループは、得られた多核サンドイッチ錯体が光学異性体の混合物であることに目をつけ、光学

異性体の分離も達成しました。光学異性体とは、右手と左手のように元の形とその鏡像が重なり合わな

い構造体のことを言います。そして、光学異性体の主な物理的性質（融点・沸点・屈折率など）は同一

ですが、光学特性（旋光度など）や生理活性のみが異なります。ドイツ・ドルトムント工科大学 Guido 

H. Clever教授との国際共同研究によって、分離した光学異性体の光学特性を明らかにしました。   

Pt2Ag3多核サンドイッチ錯体の光学異性体の分離とそれらの光学特性を明らかにしたのは本研究が世

界初です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この成果は、サンドイッチ錯体の歴史に新たな 1ページを刻むとともに、新しいタイプの円偏光発光

材料を開発する方法論を確立するものとなります。 

 なお、本研究は、JSPS国際交流事業「ナノ空間を反応場・デバイスとして活用する物質科学国際拠点

の構築」の一環として実施されました。 
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